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１．ジェンダー平等に向けた取組について 

本年６月、世界経済フォーラムは、2024年版のジェンダーギャッブ報告書

を発表しました。この報告書によると、日本のジェンダーギャップ指数は、

調査対象となった146か国のうち118位であり、Ｇ７の中では最下位の結果と

なりました。特に、経済部門では120位ということで、これは女性管理職の

割合が低いことが要因と言われています。 

日本のジェンダーの格差は非常に大きく、女性が社会の様々な分野で、能

力を発揮し活躍していくには、多くの課題が挙げられています。本年６月に、

政府は、女性活躍・男女共同参画の重点方針2024、いわゆる女性版骨太の方

針を決定しました。その中で、女性の活躍推進を妨げる、固定的な性別役割

分担意識や無意識の思い込み、いわゆるアンコンシャス・バイアスの解消に

向けた地域の取組の推進が挙げられています。昨今では、婚姻届の記入例で

結婚後の夫婦の氏の選択欄に既にチェックが入っていることがジェンダー

バイアスにつながるとの議論から、静岡市や浜松市、ほかにも法務省の例を

踏まえ、幾つもの市でジェンダー平等に配慮した仕様に変更されています。 

さらに、経団連は本年６月18日、結婚後も夫婦がそれぞれの姓を選べる選

択的夫婦別姓の早期実現を求める政策提言を初めて発表しました。夫婦別姓

を認めない今の制度は、女性の活躍が広がる中で、企業のビジネス上のリス

クになり得るとして、政府に対し導入に必要な法律の改正を早期に行うよう

求めました。 

急速な人口減少や少子高齢化、頻発化・激甚化する自然災害、物価高騰等、

社会情勢が大きく変化する中、性別に関わりなく、個性と能力を十分に発揮

することができる男女共同参画社会の実現は、極めて重要であると考えま

す。 

そこで、ジェンダー平等に向けての取組を求め、以下４点について伺いま

す。 

(1) 2024年版のジェンダーギャップ指数における日本の結果について、どの

ようにお考えか、本市の見解を伺います。 

(2) 本市の第４次男女共同参画プランにおける基本目標１・２を中心に、現

在の取組状況について伺います。 

(3) 政府は、アンコンシャス・バイアスの解消への対策として、地域の取組

の推進を挙げています。本市として今後どのような取組をお考えか伺いま

す。 

(4) ジェンダー平等の実現を目指す本市においても、婚姻届の記入例をジェ

ンダー平等に配慮した仕様に変更する必要があると思いますが、本市の見

解を伺います。 

２．ＡＩペアレンタルコントロールアプリの活用について 

子供にとって身近なスマートフォンでの写真・動画撮影、ＳＮＳへの投稿

は、個人的な情報を公開する行為であることから、保護者も子供と一緒に、

様々な危険性があることを理解する必要があります。インターネット上での

自撮り写真・動画の共有に潜む危険は、子供自身が被害者になることも、加

害者になることも想定されます。近年では、学校配布の学習用タブレット端

未による自撮りや盗撮による問題も全国的に見受けられるようになり、ＳＮ

Ｓなどを通じて子供たちに裸や下着姿などを自撮りさせる手口が全国的に
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井出 晴美（２０） 広がるなど、中高生を中心に被害が確認されています。 

令和３年秋、愛知県警が被害を防止する策について、起業家を育成するプ

ロジェクト団体に相談し、参画されていた藤田医科大学が名乗りを上げ、産

官学の連携の下、ＡＩ (人工知能)を利用して被害を防止するアプリ「コド

マモ」が開発されました。 

コドマモは、子供が自分のスマートフォンで裸や下着姿などのわいせつな

画像を撮影・保存した際、ＡＩが撮影データを判別し、画像を削除するよう

促す通知が表示されるとともに、保護者にも通知されるというペアレンタル

コントロールができるシステムです。ＡＩはサーバーを介さず、端末上で完

結するため、画像は端末の外に共有されることはなく、プライバシーは保護

されます。また、子供が今どこにいるのか、リアルタイムで位置情報の確認

もでき、このアプリは子供を守るという意味からコドマモと名付けられ、昨

年３月より無料配信が始まっています。 

そこで、以下３点について伺います。 

(l) ＳＮＳによる性犯罪から子供を守るための対策として、本市で行ってい

る取組を伺います。 

(2) 子供を守るために警察が監修したアプリ「コドマモ」の周知・啓発を行

なってはと考えますが、見解を伺います。 

(3) 子供を被害者にも加害者にもさせないために、学校配付の学習用タブレ

ット端末にアプリ「コドマモ」のインストールを検討してはと思いますが、

見解を伺います。 

 

 


